
○　講座の内容を変更している場合がありますので、道研Webページで確認願います。併せて、事前課題、事前研修、持ち物等についても同様に確認願います。

○　施設の利用方法等を紹介した動画を道研Webページに掲載していますので、受講前に必ず視聴してください。なお、視聴方法は、受講決定時にお知らせします。

講座
番号 28 理科（中　冬期）研修講座 教科等指導研修

【講座のねらい】 【主たる対象者】 【定員】

　観察・実験を通して、科学的に探究する能力や態度を育てる授業づくりについて研修し、実践的指導
力の向上を図る。

　観察・実験を中心とした授業の
指導法等について研修したい教諭
等

中学校　　　18名

事 前 課 題 ・事前研修資料 持 ち 物 ・白衣（化学的領域・生物的領域受講時）

１月10日（火） １月11日（水）

（８：50〜） 受　　　　　付 （９：00〜） 講義・研究協議

（９：15〜） 開講式・オリエンテーション 事故防止、薬品管理等の周知
「教科書で教える」ポイント

（９：30〜） 講義・研究協議

北海道の理科教育の課題
「生徒の主体的・協働的な学び」に関する学習・指導方法と評価方法

（９：30〜） 実習（Ⅰ、Ⅱから選択）

Ⅰ【第１分野】
【化学的領域】
３年「科学技術と人間（新素材等）」

・イオンの移動を可視化し、粒子概
念を形成する活動

・新素材の利用に関する実験の紹介
・３年間の粒子領域を横断的に探究
する学習活動　など

Ⅱ【第２分野】
【生物的領域】
１年「植物の生活と種類」
３年「自然と人間（自然環境調査等）」

・植物の体のつくりと働きについて
調べる学習活動

・微小生物を用いた生物相互の関係
について理解させる学習活動　な
ど

（10：15〜） 実習（Ⅰ、Ⅱから選択）

Ⅰ【第１分野】
【化学的領域】
１年「身のまわりの物質」

・プラスチックの性質についての探
究的な学習

・様々な気体の発生と確認方法の検
討　など

Ⅱ【第２分野】
【地学的領域】
２年「気象とその変化」
３年「自然と人間（自然災害等）」

・野外で天気の変化を調べる方法の
検討

・前線の形成や雲の発生を調べるモ
デル実験　など

（13：00〜） （午前の続き） （13：00〜） 実習（Ⅰ、Ⅱから選択）

・水溶液の性質から粒子概念を形成
する活動　など

・北海道での気象災害を調べるモデ
ル実験　など

Ⅰ【第１分野】
【物理的領域】
３年「科学技術と人間（放射線等）」

・エネルギー変換について理解を深
める実験

・科学的な根拠に基づいて意思決定
を行う活動例の紹介

・放射線の測定と観察の実験例の紹
介　など

Ⅱ【第２分野】
【地学的領域】
１年「大地の成り立ちと変化」
３年「自然と人間（自然災害等）」

・火山の形とマグマの性質との関係
を調べる学習活動

・地震波の伝わり方や断層の形成を
調べるモデル実験

・地震災害や火山災害を調べるモデ
ル実験　など

（14：10〜） 実習（Ⅰ、Ⅱから選択）

Ⅰ【第１分野】
【物理的領域】
１年「身近な物理現象」

・光の反射・屈折について規則性を
見いだす学習活動

・簡易カメラの作製とものづくりの
視点の検討

・音の可視化と授業展開の工夫　など

Ⅱ【第２分野】
【生物的領域】
２年「動物の生活と生物の変遷」
３年「生命の連続性」

・生物の細胞や組織を観察させる学
習活動

・動物の体の働きを調べる実験の工夫
・生物の変遷と進化について理解さ
せる指導方法の検討　など

（15：20〜） 研修の振り返りとまとめ

閉講　16：00

（16：45〜） 研修の振り返り

講座
番号 29 理科（高「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」　夏期）研修講座 教科等指導研修

【講座のねらい】 【主たる対象者】 【定員】

　科学の基本的な概念や原理・原則を理解させる授業づくりについて、観察・実験を中心とした実習を
通して研修し、実践的指導力の向上を図る。

　「基礎」を付した科目や「科
学と人間生活」等に関する指導
法等について研修したい教諭等

高等学校　　12名

ｅラーニングによる

事 前 研 修
・オンデマンド配信「主体的・協働的な学びとは」の視聴 持 ち 物 ・白衣（化学・生物選択者）

６月17日（金）

（８：50〜） 受　　　　　付

（９：15〜） 開講式・オリエンテーション

（９：30〜） 実習（Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳから選択）

Ⅰ【物理】
「物体の運動とエネルギー」

・斜方投射を生徒に主体的に考えさ
せる授業法の工夫

・複数の方法による重力加速度の測
定と授業における展開の検討　な
ど

Ⅱ【化学】
「化学と人間生活」、「物質の構成」

・日常生活との関わりを意識した金
属や食品添加物の実験及び授業展
開の検討

・水環境やリサイクルと化学との関
わりを学ぶ実験

・物質の分離や元素の確認に関する
実験　など

Ⅲ【生物】
「生物の特徴」、「遺伝子とその働き」

・原核生物と真核生物の共通性と多
様性を考察する観察

・DNAとRNAの染め分けによって遺伝
子の発現について考察させる実験

・DNAの抽出実験とその理解を深める
ための工夫　など

Ⅳ【地学】
「宇宙の構成」、「惑星としての地球」、
「移り変わる地球」

・太陽黒点の観察
・太陽系に関するモデル実験
・地球の概観、地球の歴史の組み立
てに関する探究活動

・宇宙膨張について生徒に主体的に
考えさせる授業法の工夫　など

（13：00〜） 実習（Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳから選択）

Ⅰ【物理】
「様々な物理現象とエネルギーの利用」

・人力沸騰器の作製及びエネルギー
変換を体感する実験

・ペルチェ効果・ゼーベック効果に
よるエネルギー変換を体感する実
験　など

Ⅱ【化学】
「物質の変化」

・モデルを用いた物質量の概念に関
する学習

・マイクロスケール実験を用いた酸
化還元反応に関する実験

・歴史や文化との関わりを意識した
染色に関する実習　など

Ⅲ【生物】
「生物の体内環境の維持」、
「生物の多様性と生態系」

・ブタの血液や腎臓の観察によって
生物の体内環境の維持について理
解を深める実習

・生態系や物質循環に関する授業の
展開の検討　など

Ⅳ【地学】
「活動する地球」、「大気と海洋」、
「地球の環境」

・プレートの運動、火山活動と地震
に関するモデル実験

・大気と海洋の運動に関する探究活
動

・エルニーニョ現象について生徒に
主体的に考えさせる授業法の工夫
など

（15：30〜） 	研修の振り返りとまとめ

閉講　16：00
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